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■	 初中等日本語教育の難点

■	 初中等日本語教育に役立つキーワード

キーワード 対応策

学生側

◎ おもしろい

※ 絵が多い（教材）

※ カラフル（教材）

※ 遊ぶ感覚の授業（教え方）

◎ 役立つ
※ 身近なものを利用する（教材）

※ 使えそうな場面を利用する（教材） 

◎ 気楽
※ 覚えやすいように学習させる（教え方）

※ 教室である程度覚えるようにする（教え方）

先生側

◎ 学習カリキュラム

※ 全体のカリキュラムを把握する

※ 学生のニーズを理解する

※ システムマッチックなカリキュラムを

　　作成または利用する

◎ メリハリのある授業 ※ いろいろな活動を利用する

◎ 学生の負担にならない範囲 ※ 教えすぎないように（フォローすることも考慮）

◎ 学生が気づくように

※ 授業の時学生が考えるようにする

※ 授業の時学生がちょっと調べるようにする

※ 調べるプロジェクトを学生にさせる

■	 対応策のご提案

■	 参考書のご紹介
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